












Ⅰ．最近の肥満小児の食事内容の特徴 

【対象】昭和 57 年 1月から 60 年 6 月までに当科肥満外来を初診した肥満小児 127 名の食

事指導前の 3日間の食事記入票から,摂取量を栄養素別,食品群別に集計した。さらに,今回

の調査結果を約 20 年前の肥満児の結果 1)と比較した。 

【結果】今回の調査結果をまとめると, 

1.摂取エネルギー量は年齢別,肥満度別に大きな差はなかった(表 1)。 

2.糖質量(9)および糖質エネルギー比は肥満度が高いほど大きい傾向にあった(表 2)。 

3.脂質,蛋白質の摂取量およびそのエネルギー比は肥満度とは一定の関係を示さなかった。 

4.食品群別検討では,脂質で油質類の占める割合が最も大きく,また,加工食品からの脂肪

摂取の割合が高度肥満群で高くなっていた。さらに以上の結果を 20 年前の肥満児の栄養摂

取像と比較すると, 

1.エネルギー摂取量は現在の肥満児でむしろ少ない。 

2.糖質エネルギー比も現在の肥満児で小さい。 

3.脂質の摂取量およびカロリー比は最近の肥満児で増加している。 


